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新人とは思えない。解説で内容がよく分かった。そ

の上でもう一度見たい。（６０歳代） 

✓ （質問）私はパヴェウ・パヴリコフスキ監督作品は

『COLD WAR』しか観たことがない上に、１９６０年

代のポーランドの状況など全く知識がないのだが、

彼の作品では劇中の音楽が舞台の時代を描くこと

が多いが、当時のポーランドでジャズは一般的に

流行していたのか。ジャズ=西側音楽は弾圧対象

ではなかったのか。 

✓ 字幕が見えづらく残念。 

《新会員のひと言》 

    

私は平和・環境・人権をテーマに、個人で『銀河

通信』を発行して今年の７月で３７年になります。こ

んなに長く続けられるとは夢にも思いませんでした。

「もういいか」 と２５周年の記念会を開いていただ

いたときに発行をやめることも考えましたが、朝日

新聞記者だった植村隆さんが現役時代に書いた

慰安婦問題で「嘘だ、デマだ」とバッシングを受け、

当時、植村さんは北星大学で講師として勤務して

いましたので、多くの市民が立ち上がり「植村裁判

を支える会」を立ち上げ、私も事務局の一翼を担い

ました。私の『通信』でも何度も取り上げました。 

ポーランドへの関心はずいぶん前からになりま

す。中学生の時に『アンネの日記』を読んで衝撃を

受けました。ユダヤ人であったためアムステルダム

の隠れ家で暮らし、密告で強制収容所に送られま

した。家族や同居人を鋭い観察眼で表現しました。 

なぜアンネが迫害に遭わなければならなかった

のか知りたくて、ポーランドにあるアウシュヴィッツ

博物館を訪ねたのは２０１４年でした。当時「ハンセ

ン病回復者と北海道をむすぶ会」でささやかな活

動をしていて、その仲間と出かけました。アウシュヴ

ィッツ第二収容所のビルケナウにも行き、生き延び

た女性の証言で 「着たきりでシラミ、ノミ、ダニ、南

京虫が襲い掛かる劣悪な環境で体中が赤くはれて

いた」 と書いています。まったく人間扱いされてい

なかったことに涙がでました。アン

ネは病気でドイツのベルゲン・ベルゼ

ン強制収容所で同じような環境で亡く

なったのでしょう。 

『アンネの日記』 を読んで 『銀河通信』 もアン

ネのような社会に開かれた鋭い批判精神に近づき

たいと思いました。ポーランドでは映画 『シンドラ

ーのリスト』で有名なシンドラーの工場も訪ねました。

跡地は歴史博物館になっていて、助けられた工員

の写真が壁面にずらりと並んでいて、シンドラーの

良心に触れて感動しました。 

ポーランドは、第二次世界大戦の時、ソ連とドイ

ツに挟まれて大変な苦難を強いられました。地下

組織での抵抗活動はワイダ監督の『地下水道』で

描かれていますが、ソ連占領下の住民も収容所に

送られたり虐殺されたりしたことや、２０,０００人を超

えるポーランド軍将校がカティンの森で殺されたこ

とは国民には隠されていたことを映画で初めて知り

ました。人間としての強さと弱さを何度試されてきた

のだろうと思います。日本人はもっと真剣に「戦争

する国にしていいのか」と一人ひとりに問われてい

ると思います。 

映画上映会や音楽会などみなさまとの交流を楽

しみにしています。（ひぐち・みなこ、２０２５年１月入会） 

 

さっぽろ雪まつり 第 49 回国際雪像コンクール（大通 11 丁目 国際広場 2025.2.2-7）に 

ポーランドチーム（10 回目、昨年と同じヴロツワフ美術大学 ASP Wrocław チーム）が出場しました 

 

 

 

 

 

 

 

=中写真中央= 雪像「Homo Creator 創造する人間」人間のもつ創造的エネルギーと無限の思考力を象徴する作品です 

=右写真左より= プシェ厶ィスワフ・ピンタル Pszemysław Pintal（チームリーダー）, マチェイ・アルブジコフスキ 

Maciej Albrzykowski, アレクサンドラ・ヤニク Aleksandra Janikさん（撮影 安藤厚; 尾形芳秀） 


